事務職のみなさんへ

日頃のご活躍に敬意を表します。

さて、国立病院・療養所が2004年4月に独立行政法人国立病院機構に移行してから13年、効率化が求められ、みなさんの職場でもいっそう多忙な業務にご苦労されていることと思います。少しでも働きやすい職場にしていくため、みなさんに組合加入をお願いする手紙を差し上げました。

　「整理合理化計画」は、国民の医療要求に応えていますか？
政府は、2007年12月に独立行政法人の「整理合理化計画」を策定し、国立病院機構を含む101の独立行政法人を廃止・民営化、統合により16減らして85にするとしました。国立病院機構においては、①非公務員化②個々の病院毎の病床数等の適正化や労災病院との診療連携③厚労省の所轄する独立行政法人病院全体の再編成の検討④医業未収金の徴収業務について市場化テストの導入などを行う――としました。これらを受けて、国立病院機構は2015年4月に非公務員型独立行政法人となりました。しかし、国立病院の廃止・民営化、統合など国民が望んでいることでしょうか。
労働組合は、安全・安心の医療めざして奮闘しています

国民は国立病院の「整理合理化」ではなく、憲法25条に基づく医療・社会保障の充実を求めているのではないでしょうか。とりわけ医師不足で、患者がたらい回しにされるなど言語道断です。厚労省のお膝元の国立病院を機能強化して、地域医療を守る中心的役割を発揮させるべきだと思います。
組合は、安心して働き続けられる職場づくりをすすめています

国立病院は、他の公的病院と比較して圧倒的に少ない職員数で職務を遂行しています。とりわけ事務職の職場では連年にわたる職員数の削減によって、長時間過密労働を強いられ、休日も関係なく勤務を行い、その結果不払い残業さえ行われています。もうこれ以上の人員削減は許されないのが職場の状況ではないでしょうか。
私たちは、効率化優先ではなく、必要な人員は常勤職員で確保し、安全・安心の医療を提供できる国立病院をめざして奮闘しています。

あなたも全医労へ
事務職のみなさん、転勤や超勤（不払い残業）、年休が取れない、パワハラ・セクハラなどの問題を誰にも相談できずに、ひとりで抱えていませんか。

ぜひ、組合に相談してください。組合は、職員が安心して働き続けられる職場づくりをすすめています。安全・安心の医療の提供と職員が安心して働き続けられる職場づくりは表裏一体です。そのためには職員の団結が重要です。あなたの全医労への加入を心から呼びかけます。
全医労　　　　　　　　支部

URL:http://www.zen-iro.or.jp(全医労本部)
